
８月も今週で終わり。９月になったら、何があるかと言うと…！？

◆その１ ９月になったら 教会。
９月になったら、練習開場を高崎カトリック教会に戻します。冷房対策に代わって、今度は暑さ

対策をしっかりお願いします！マイ扇風機持込ＯＫ。 そして、ゴキブリにご注意を…！！(^_^;)

◆その２ ９月になったら チケット配布。
ポスター、チラシ、チケット、が出来上がって、皆さんに配られます。今年も田村先生がデザイン

を頑張ってくださっていて、神秘的で、とてもステキなものが出来上がりそうです。（詳細は勿体無

いのでまだ内緒。）チケットのお値段は、昨年と同じ、一般の前売券が３５００円、高校生以下が２

５００円、確保席の料金が１５００円です。 念のためにご連絡しておきますが…、

暮れの演奏会は、１２月１９日（土）です。毎年、わかってない人が何人かいるので…。（笑）

◆その３ ９月になったら 合宿申込！
今年の合宿は、１１月１４・１５日（土・日）です。設備の整った武蔵野音楽大学軽井沢研修所で、

秋の景色を楽しみながら、集中して練習します。毎年、さまざまなドラマが生まれ、感動と心地よい

疲れに浸れる合宿。ここ何年かは、指導者の先生方にソロをしていただき、第九の第４楽章をピア

ノ伴奏で、全部通して歌っています。初めて入団された方は、特に感動されることと思います。

もちろん、歌の練習だけではなく、団員同士の交流も、大きな目的のひとつです。今からスケ

ジュールのご都合をつけて、できるだけたくさんの方にご参加いただきたいと思います。費用は食

事代込みで８０００円。９月から申込書を受付にご用意しますので、詳細はそちらをご覧下さい。

まだ２ヶ月も先ですが、スロヴェニア公演に参加される方はお留守になってしまうので、受付を

早めることにしました。９月になったら、８０００円握り締めて、受付へ！

◆スロヴェニア公演 ソリスト紹介② ２００９年１０月２８日（水）２０時開演

メゾ・ソプラノ：Ms.Mirjam Kalin ミリャム・カリン（ミリヤム・カリン）

リュブリャナ生まれ。教育科高校を卒業後、卓越したスロヴェニアの歌姫と呼ば

れるズラタ・オグニャノヴィッチに師事し、ソロ歌手を目指す。１９８９年５月、セミプ

ロのスロヴェニア国営放送局室内合唱団に加わる。１９９１年３月、新設されたば

かりのスロヴェニア室内合唱団に入団。１９９４年、リュブリャナのスロヴェニア国

立劇場オペラ・バレエ団（ＳＮＧオペラ・バレエ）のコーラスに加わり、まもなく自身

初のソロ役であるチャイコフスキーのスペードの女王でグーベルナンテを演じた。

１９９６年、リュブリャナＳＮＧオペラ・バレエの常任ソリストとなり、これまでに３５以

上の役をこなしてきている。またマリボルＳＮＧオペラ・バレエでも活躍する。

１９９６年、期待される若手歌手としてリチャード・ワグナー奨学金を受ける。１９

９８年、マリヤン・コズィナのオペラ作品エクイノックスでのイェラ役でゴールデン・バード（金の鳥）

賞を受賞。２００５年にはその功績が認められ、プレシェーレン財団賞を受賞。

ミリヤム・カリンはコンサート歌手としても評価が高い。スロヴェニア国内では、ユニークで重要な

ソリストとされている。彼女の芸術性あるソリストとしての歌唱技術は、バロックから現代まで幅広い

音楽をカバーし、国内だけでなくヨーロッパ中で舞台に立つ。これまでに、オーストリア、ドイツ、イタ

リア、スイス、ポルトガル、スコットランド、クロアチア、セルビア、モンテネグロ、マケドニアにて出演。

ホームページ：www.takasaki9.com メールアドレス：takasaki9@myad.jp
〒370-0046 高崎市江木町４８３TEL/FAX：027-323-0233（団長渡辺） 携帯電話：080-5474-2673（事務局長 中村）
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通刊８５４ 担当 祐美子● 今年は冷夏だから、「アイスの日」は

なくてもいいよね？ え～！(;一_一)



◆８月３日山形の月山へ登ってまいりました！！ 【テノール 根岸 赴夫】

８月２日の１５時高崎を出発し２０時に酒田市へ到着ホテルに一泊し翌

朝４時に起床、まだ暗い中表へ出ると外は雨。予報によると午前中は曇る

が午後は次第に晴れるとの事だったが、信じた私たちが悪かったのか、

今年の天気は不順続きで、なかなか読めないのが気象予報士泣かせな

のかもしれない。実は予定（計画倒れ）では鳥海山に登るはずでしたが、

この朝の雨で心が砕かれ、より安全に登れる月山に変更となったわけで

あります（なんと軟弱な！！とお思いになる方もおありになるかと思います

コ

※

よ

途中の無事を祈って

お地蔵さん

が、先月の北海道大雪山系トムラウシの遭難事故がまだ脳裏に焼きつい

ており山の怖さを知っている人なら理解してくれると思います）。

いずれにしても、ホテルを出発し一路月山へ・・・登山口に着くとリ

フトがまだ動いておらず、８時まで待つことに。同行した大先輩（７０

歳）が地元の人と何か会話を交わしていたかと思うと、駐車場の車の

中で待っている私に上のリフトに近いロッジで朝食をとることにしたか

ら、車を回してくれとの話。おなかもすいていたので、しっぽを振って

行くと親切な親父さんが出迎えてくれた。簡単だが、愛情のこもった

朝食をとり再び仕度をするために車に戻るとまたもや無情の雨。なんてつ

いていないのだろうと、ぐずぐずしていると、周りが、がやがやし始める。なんと朝駐車場にいた車

の中から次々と登山の格好をした人たちが、歩き始めているではないか・・・。こうはしてられない、

われわれも身支度をして登り始めなければ。二の足を踏んでいる間にロッジの親父さんが出てき

て、「リフト乗場まで車で送っていってあげるよ」と優しい声。わたりに船とはこういうことを言うのか、

いずれにしてもまたもや親父さんに助けられた（背中を押された）格好で、その気になる。ついてい

ることに、リフト乗場についた頃にはすっかり雨もやみ、視界も少しずつではあるが開けてきた。さ

すが信仰の山、信ずるものは救われる？！てか～！リフトに乗ると様々な山の花たちが、よくきた

ねーとでも言うように可憐な姿を見せてくれました。往復５時間ほどの行程ですが楽しい登山が出

来ました。

主催者の大先輩は鳥海山への未練が捨てきれないようで、また、天気と相談してチャレンジし

たいとの事。意欲はわかりますが、運転するのは私ですがな！！帰りも６時間東北自動車道をひ

た走り高崎に着いたのは２３時でした。お疲れ様でした！！

ンサート情報・行事情報 受付のチラシも是非お持ち下さい！

☆第二回中之条ビエンナーレ２００９ 美術+故郷+温泉 ←ソプラノ桑原かよさんが実行委員です！

２００９年８月２２日（土）～９月２３日（水） ９：３０～１７：００木曜定休／入場無料 （ワークショップ有）

中之条ビエンナーレ公式ＨＰ htt://nakanojo-biennale.com

☆オペラ「カルメン」 元指導者佐藤貴子先生、一昨年第九で共演した谷口氏・泉氏が出演

２００９年８月３０日（日） １４：００開演 大泉町文化むら大ホール 全席自由１５００円、当日１８００円

指揮：田部井剛、カルメン：谷口睦美、ドン ホセ：山田精一、エスカミーリョ：泉良平、ミカエラ：佐藤貴子

☆高崎市少年少女合唱団・第２４回定期演奏会 ←御招待券あり アルト長島さんまで

２００９年９月５日（土）１３：３０開場 １４：００開演 高崎市文化会館 入場料５００円全席自由

☆サロンコンサート「ドイツ歌曲とケーキの甘い関係」
２００９年９月１９日（土） １９：００開演 岩宿博物館 入場料２,０００円（入館料、飲み物含む）

シューベルト、シューマン、ブラームス作曲のドイツ歌曲の代表作と、ケーキとコーヒーを楽しめます。

坂本真由美（S）、田村稔(T)、住谷伴（B）、田村聡子（P、田村先生の奥様です。） 第九のＨＰからリンク中。

☆第４回群馬オペラ協会公演 オペラ「カルメン」 小林薫子さん、太田さん、関口さんが合唱で出演

２００９年９月２７日（日） １３：３０開演 ベイシア文化ホール（群馬県民会館）大ホール

大人自由席５,０００円、高校生以下自由席２,０００円、座席予約券１,０００円

☆オペラ「蝶々夫人」10/9､11 東京文化ホール 蝶々夫人：大山亜紀子他 チケットは洋子先生まで

今年もチラシ・ポスター・チケットのデザインは、田村先生です。今年の「第九」の字は、テノール酒井さんです。

そのデザインのチェックや修正をおこなったのは、運営委員のみなさんです。手作りのコンサートなんですヨ。

うやくつきました頂上小屋へ


